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平成 30 年 2 月 14 日実施 指定介護老人福祉施設【特別養護老人ホーム】 

法 人 名 称  
社会福祉法人渓流会

 

事 業 所 名 称  
草花苑

 

事 業 所 所 在 地  
東京都あきる野市草花 1980 番  

 

事 業 所 電 話 番 号  
042-559-8131

 

 

理 念 ・方 針 

事
業
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が
大
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え
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ど
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１) 法 人 ・施 設 共 に共 通 の方 針 とし、開 設 以 来 以 下 を掲 げている。「優 しさ」・「思 いやり」という

言 葉 に代 表 される『愛 』を持 ち、入 居 者 の人 権 の尊 重 に細 心 の注 意 を払 い、福 祉 サービスの

提 供 に邁 進 し、地 域 社 会 に貢 献 することに努 める。 

２)  上 記 理 念 を、ケア場 面 で実 現 するべく、日 常 業 務 の中 で平 易 に使 用 できる言 葉 を選 んだ。

事 業 計 画 の中 に、ケアスタッフの方 針 として、「優 しい人 であること」を数 年 来 掲 げている。 

                                                                                                               

３ )  トップダウンをなるべく排 除 して、ボトムアップを意 識 した運 営 を目 指 している。軸 となる個 別

ケアを展 開 し、ケアの専 門 性 を向 上 させる為 に、居 室 担 当 活 動 の活 性 化 、委 員 会 活 動 の活

性 化 、介 護 職 組 織 の職 制 構 成 等 に工 夫 をしている。  
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 利用者一人ひとりの思いを大切にし、「草花苑にきて良かった」と思われる支援を重ねている 

当事業所は多摩川の畔に在り、対岸が玉川上水の取水口で広大な自然環境の中での生活を提供している。利用

者には居室担当職員の自由勤務時、マンツーマンにより外出や事業所内でその思いの実現に取り組んでいる。さ

らに毎月、給食懇談会とともに利用者懇談会を開催、特に食事での利用者の思いを収集し、ラーメンの日や寿司

の日、出張喫茶店等々を実現、７０～８０％の利用者が参加し、交流も図っている。また、３者の後見人と連携し、

看取り支援に入った配偶者の入所施設まで出掛け、親子水入らずの時間も提供し、大きな思い出を作っている。 

 地域の会館で喫茶店を開催したり、高齢者の自宅訪問でアンケート調査を行い、地域と連携している 

市や地域と連携し、隣の特別養護老人ホームとの主催で町内会館に「OriCafe ＆ Books」（折カフェ）を開催、地

域で有名なカフェや図書館とともに笑いヨガの協力も得ている。職員は送迎も行っている。また、地域の老々世帯

および高齢独居世帯の訪問調査も実施、一軒一軒居宅を訪問して状況をまとめ、町会での共有化に繋げている。

また、カフェは事業所でも毎月２回、出張喫茶店として協力を得、利用者はコーヒーやケーキを楽しんでいる。さら

に地域には、除雪機の貸し出しや除雪の手伝いも行っている。 

 業務の中での職員のボトムアップを目指した育成方法は他に類を見ない 

計画も掲載したカーデックスを活用し、日常の支援の記録を記載しているが、サブマネージャー以上の職員がその

記録から利用者一人ひとりのケーススタディ（事例研究）を実施、毎週心の動く記載を発表している。ヒヤリハットと

ケアのカンファレンスも毎日実施、利用者本位や安全に対するディスカッションも行っている。また、フロアを補佐す

るサブリーダーもそれぞれ３名育成、そのための担当や経験を課し、好人材づくりも行っている。新人職員の育成

でも委員会から選出されたチューターが担当、自己評価も含め、育成体制を徹底している。 

 

 ホームページのブログや事業所内の多くの写真から、さらに多くの家族への情報発信が期待される 

ホームページのブログ欄やさんえんキャンプ欄を充実させ、情報を伝えている。さらに事業所では、多くの写真で利

用者の様子が目からも入ってくる。また、家族には半年ごとに利用者の状況を郵送し、詳細に伝えている。そこで、

これらの写真を活用し、さらに多くの人たちへの情報発信が期待され、職員間のアイデアを活かしていきたい。遠く

の親戚や地域の人たち、就職を考えている人たちへも発信していきたい。 

 勤務帯ごとの業務内容の見直しも一考と思われる 
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利用者本位の支援に向けたカンファレンスを積み重ね、フロアごとに勤務帯での業務内容を細分化、２０種類以上

の勤務パターンとともに曜日別での業務内容にも追及、手順書としている。その中で事業所は、３交代制も含めた

勤務体制の再検討を模索している。勤務帯での難しさもあると思われるが、職員間でのディスカッション等、ボトム

アップ型で模索することが期待される。多くの修正の中で決定していきたい。 

 看取り支援体制に関してのディスカッションの場も必要と思われる 

事業所では家族と同意の上で終末期支援を丁寧に行い、厳かな最期を看取っている。そのための研修も毎年実施

し、職員の育成にも努めている。地域柄、夜間等の緊急時に素早い対応が出来る医療機関の確保が難しく、利用

者の状態に応じての支援にとどまっている。昨今は、医療的な処置も含めて看取り支援を希望する家族が多いも

のと思われる。少なくとも、看取り支援を行う事業所として「西多摩特養ガイド」に登録できるまでの医療連携等が期

待される。 
 
 
 

 

  現役学生に向けた「さんえんキャンプ」が介護への意識の向上に繋がっている 
別法人の特別養護老人ホームと連携し、新卒職員の確保や介護のやりがい・感動・働く素晴らしさを伝えるための

交流の場「さんえんキャンプ」を開催している。若手の職員が中心となり、外出等の介護体験や交流会等、学生と

のコミュニケーションを深めている。学生や専門学校等からの理解が得られ、連続での開催に至り、準備や交流、

さらにまとめた結果の発表等々、職員の意識の向上に繋げられている。体験学習では利用者への支援の幅も広が

り、学生へのインパクトも高めている。全国老人福祉施設研修会議での発表で賞も頂いている。 

  ヒヤリハットカンファレンスや防災訓練等で利用者の安全の確保に力を入れている 
緊急時での対応として緊急連絡網を整備し、毎年度初めに更新している。また、防災訓練は毎月場面ごとに実施

し、委員会と連携している。さらにヒヤリハットを収集し、１両日中にカンファレンスを開催、利用者の安全に向けた

検証を行っている。また、ヒヤリハットは昨年度、３７８回カンファレンスを開催し、半期ごとに事例集も作成、職員間

で共有している。 
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  毎年自己評価や研修で、不適切支援の振り返りを行っている 
毎年サービスマナーアンケートや不適切ケアアンケートを実施し、自己評価および全体の集計、さらに不適切ケア

研修を開催している。特に不適切ケアに関しては、振り返りでの再確認を徹底し、職員一人ひとりのセルフコントロ

ールにも繋げている。さらにチームワークとして、職員間での連携した支援を視野にし、利用者一人ひとりの尊厳を

尊重した支援に向けている。 
 

 

 

 調査対象：評価実施期間に利用登録(入所)をしている全利用者は９８名。聞き取り調査可能な利用者は１７

名で、内訳は男性２名、女性１５名であり、年代別では７０歳代３名、８０歳代７名、９０歳代６名、１００歳以上が

１名であった。 

 調査方法：聞き取り方式   
聞き取り方式の調査を実施した。調査可能な利用者を予め事業所側と打合せ、共有スペースや居室等、利用

者の話しやすく落ち着く場所を事業所側に選択していただき、1 対 1 の対面により調査項目に則って実施した。 

 利用者総数： 98 人 

 共通評価項目による調査対象者数： 17 人 

 共通評価項目による調査の有効回答者数： 17 人 

 利用者総数に対する回答者割合（％）： 17.3％ 

 調査項目： 共通評価項目 
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